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　（令和7年12月5日　午後3時35分） 

 

●議長（酒井　聡）　お休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 

通告の11片野良之議員。 

 

1、福祉灯油実施への取組について 

 

議席番号5番、片野良之議員。 

 

◆5番（片野良之）　議席番号5番、片野良之です。通告になぞり質問を行います。俗に

言う福祉灯油への実施について伺いたいと思います。物価高騰は収束が見えず、燃料も

一時期よりは値下がり傾向にありますが、今現在、町独自で設定している価格を大きく

超えています。そんな中で、秋に行われた総裁選等の影響で、臨時国会は例年より1か

月ほど遅れています。自民・維新政権になり、国民への支援など不透明です。約2週間

前に通告書を出したときに、まだいろいろなことが決まっていなかったので、こういう

状況で書かせていただいております。今、少しずつ補正予算も決まり始めていますが、

まだその詳しい部分がはっきりとしておりません。そういった中では、悠長に待ってい

られません。このまま、こまねいていては予算が来るのが春になってからと、うがった

見方もできます。国や県からの予算措置を待つではなく、町単独での福祉灯油の実施を

求めたいと思います。町の見解を伺います。 

 

●議長（酒井　聡）　鈴木町長。 

 

■町長（鈴木文雄）　ただいま頂きました、片野議員からの質問にお答えいたします。灯

油価格につきましては、一時期と比べますと落ち着きを見せておりますけれども、依然

として住民生活に影響を与える水準で推移しているものと認識しております。町といた

しましては、まずは国及び県が講じる物価高騰対策を最大限に活用し、対象となります

世帯へ、確実に支援を届けられるよう検討していくことが重要と考えております。なお、

町単独による福祉灯油事業につきましては、制度設計や財源の確保、対象範囲等の検討

が必要でございまして、現時点において直ちに実施することは難しいと考えております。

その反面、住民生活の実態を注視しつつ、国・県の制度の進行状況・動向等を踏まえな

がら必要な支援の在り方について、検討を続けてまいります。以上であります。 

 

●議長（酒井　聡）　片野議員。 

 

◆5番（片野良之）　今、町長からの答弁がありました。これも、ここ最近の答弁変わら

ず、ちょっと残念であります。元々町が設定している金額、確か110円ぐらいだったと

思うんですが、以前に町単独でやっていたとき、今とも若干単価が違いますけれども、
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それほど大きく変わっていないかと思います。当時も、町の財政、余裕があったわけで

はなく、それでも住民に寄り添うという部分で、町単独でやっていただきました。苦し

いのは十分わかるんですが、何とか今実際もう寒くなって灯油が必要です。この中で、

ただでさえ国の動きが、一か月ほど遅れてしまっているので、少しでも早く、今からや

れと言ってもすぐこの12月会議で補正予算が組めるとは思ってはいないんですが、なる

べく早く組んでいただいて、苦しんでいる住民の方へ少しでも安心を届けてあげたいと、

そういう思いがあるんですが、改めてその部分で、今行政としてどういうふうに考えら

れるか、以前だって苦しかった中でもやっていただいていたので、真剣にその辺を考え

ていただきたいと思うんですが、いかがでしょうか。 

 

●議長（酒井　聡）　椙澤住民福祉課長。 

 

■住民福祉課長（椙澤恵美）　片野議員の質問にお答えします。まず、国の動きというこ

とを説明させていただきますと、ガス、電気、燃料そういったものになりますけれども、

ガソリン税の暫定税率を廃止する法律が、参議院本会議で、全会一致で可決・成立した

ところでございます。この法律は、ガソリン税に1リットルあたり25.1円上乗せされて

いる暫定税率を、12月31日に廃止するもので、軽油引取税の暫定税率も来年4月1日

に廃止となります。ガソリン暫定税率廃止により、ガソリン税が1リットルあたり約25.1

円引き下げられ、価格が低下することで家計の負担が軽減される一方で、地方財源の減

少による財源不足、そういったものが大変懸念されているところでございます。灯油に

あっては暫定税率が課されていないため、ガソリン暫定税率の廃止による直接的な影響

はありませんが、灯油価格への補助金1リットルあたり5円、そういったものが12月末

で廃止されるため、1月から値上げになるということは承知しているところでございま

すが、その他に物価高騰を受け、来年1月から3月の電気・ガス料金につきましては、

契約している電力会社やガス会社が、料金から自動的に値引きを行う措置が取られる方

針で、この措置により、一般家庭では3か月間で約7000円程度の負担軽減が見込まれて

いるところでございます。福祉灯油そのものの制度は、主に低所得者世帯の冬季の暖房

費負担軽減を目的とした独自の制度ということで、原油価格高騰などによる灯油代の上

昇を受け、経済的に困窮している世帯の生活を支援するためのものとして、スタートし

たものとの認識でおりますが、過去5年間の状況を見ますと、町では令和3年度に新型

コロナウイルス感染症の影響を受けている、非課税世帯の高齢者等の冬期生活扶助とし

て、1世帯あたり8000円の給付を地方創生臨時交付金を活用して、実施してきた経過が

ございます。令和4年は、物価高騰生活扶助として、対象世帯に1万6000円給付、こち

らも地方臨時交付金を活用しまして町単独事業として実施してきました。このほかに町

単独ではないのですが、灯油に特化したものではありませんけれども、国県の補助、地

方創生交付金を活用した特別給付事業を複数実施し、物価による高騰でご苦労を頂いて

いる皆様への支援を図ってまいりました。今後におきましては、国の重点支援地方交付

金の拡充が示されたところでありますので、その必要な支援の在り方というものを、今

研究しているところでございます。先ほどの110円の根拠ということでございますが、
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これはかなり前のものでございます。片野議員も福祉灯油に関しては、長らくテーマに

取り上げていただいたので、いろいろご存じだというふうには思っているところでござ

いますが、その考え方とすると、店頭価格ではなく配達の際に110円を超えた場合とい

うことの設定で、これはもう今の時代にはそぐわないというような認識でおりますが、

こちらの金額の部分も、これから冬期間で需要が高まりますので、灯油価格の推移は、

注意深く継続して確認していく必要があるというふうに町では思っています。 

 

●議長（酒井　聡）　片野議員。 

 

◆5番（片野良之）　ありがとうございます。次の質問で、暫定税率の廃止でガソリン代

とかは下がるが、灯油代はその恩恵を受けないということを言おうと思っていたのです

が、答えられてしまったので、さてどうしようかとちょっと今悩んでいます。政府与党

は先の選挙の際に、国民への2万円の給付を掲げていました。ところが、選挙が終わっ

たらあっさりと言をひるがえして、なかったことにしてしまいました。これが実施され

ていればまだしも、寒く雪深い信濃町の冬を乗り切るためには、暖房は必需品、絶対的

に必要なものです。この中で、灯油価格は一時期よりは安くはなったといえど、やはり

高いです。この続く物価高、そして実質賃金は上がっているとは言えない。賃金が上が

っても、周りの物価上昇の方が先に大きく高くなっていますので、実質苦しい生活は更

に追い込まれています。そういった中で非課税世帯、それに準ずる家庭、これらの方々

への支援というのは絶対的に必要なものではないでしょうか。町も、国からの今決まり

つつある補助、県がどのくらいそれをまた各自治体に配分するのか、これからになりま

すので今すぐに数字が分かるものではないんですが、これは申請型ではなくプッシュ型

でできる案件なので、分かり次第、決まり次第、少しでも早く実施していく方向を強く

求めたいと思います。先ほどの課長からの答弁の中でも、私が福祉灯油に関して長らく

と扱っていることが出ておりましたが、昨年行われた支援策、これは国からの援助があ

って各家庭に何万円か配られたものでしたが、それを受け取った町民の方から、流用が

ある現金は非常に助かる、けれども食費が苦しくてどうしても食費の方に回してしまう。

思った以上に灯油を買うことができなかったという声が寄せられました。それが、今こ

れに関して私がこだわって、こういった場で発言させていただいている根拠になってい

ます。本当に苦しい方々、これは本当に一枚でも多く着て、それこそ家の中で布団をか

ぶってでも我慢して、少しでも食費を賄いたいとする人たち、話を聞くだけで本当に切

なくなります。そういったところに、行政が少しでも寄り添っていくんだよという姿勢

を見せてあげてほしい、それが私の願いなのですね。十分窓口の方々もそういった実情

はご存じの上で、少しでも早くやってやろうと努力されているのは十分分かるんですが、

本当に切実な問題ですので、住民に寄り添って少しでも早く、そして少しでも国や県か

ら多くの予算を取れるように、引っ張れるように努力していただきたいと思いますが、

その辺についての思いをできれば町長、お答えください。 

 

●議長（酒井　聡）　鈴木町長。 
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■町長（鈴木文雄）　片野議員から福祉灯油の意味、あるいはそれを待ち望んでいる町民

の声を伺わせていただきました。私どもも片野議員と思いは一緒であります。物価高騰

に苦しむ町民の皆さんが、大勢おられることもお聞きしておりますので、町としてどう

いう支援策が、しかも速やかに講じることができるか、改めて検討をさせていただきた

いと思います。また、国の補正予算ですけれども、これも大枠としての予算であったり、

あるいは推奨事業のメニュー等については示されたところでありますが、個々の事業に

どの程度の予算が配分されるのかについては、これからというふうに聞いておりますの

で、その内容等が、あるいは交付決定のスケジュール等が分かり次第、速やかに対応し

てまいりたいというふうに感じているところであります。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　片野議員。 

 

◆5番（片野良之）　ありがとうございます。それぞれ立場によって対応が変わってくる

とは思うんですが、思いも一緒だということを今答弁いただきましたので、是非とも速

やかに、本当これは国や県がやってくれないことには動きようがないと思うんですが、

速やかになるべく早く対応できるようにお願いいたします。特にこの信濃町は通年議会

ですので、この12月会議に間に合わなくても1月会議でも補正を組んでいただくことが

できると思いますので、本当に出次第、できればそれを待たずに町単独でやってほしい

ですが、それができないのであれば、国や県からの措置がはっきりし次第、本当に速や

かに実行していただきたいと思います。最後に、行政は住民に寄り添っているのだとい

うことを、住民の方々に体感していただく、感じていただくことが必要だと思います。

その中で、福祉灯油に限らないのですが、本当に苦しんでいらっしゃる家庭、非課税、

またそれに準ずる方々、そして燃料などなかなか買いに行けないような交通手段に弱い

方々、そういった方々への支援を更に深めていくことを求めまして、私の一般質問、早

いですが終わりにしたいと思います。 

 

●議長（酒井　聡）　以上で、片野良之議員の一般質問を終わります。 

以上をもちまして一般質問を終わります。 

本日の日程は全て終了いたしました。お諮りいたします。委員会審査のため、本日の

本会議終了後から12月17日までの間を休会としたいと思います。これにご異議ござい

ませんか（なしの声。）異議なしと認めます。よって、本日の本会議終了後から12月17

日までの間を休会とすることに決定いたしました。なお、12月12日金曜日、議会運営

委員会及び議会全員協議会が予定されておりますので、出席をお願いいたします。また

最終日12月18日木曜日の本会議は午前10時から開会いたしますので、ご承知願います。

本日はこれにて散会といたします。お疲れ様でした。 

 

（終了午後3時52分）


